
御社の事業内容をご紹介ください。
平山さん：
エフエム大分は大分県内をサービスエリアとするFMラジオ放送局で
す。大分の皆さんにとって心地よい空気のような存在でありたいとの
願いを込め、「エア・レディオ」をキャッチフレーズに1990年10月に開
局。その翌年にはエフエム東京をキーステーションとするJFN（全国FM
放送協議会）に加盟しました。音楽をお届けするだけではなく、県内の
情報を紹介する番組も充実させるとともに、地域の祭りや文化活動な
どの支援にも力を入れています。最近は電波による放送だけではなく、
ラジオ放送をPCやスマホで聴けるアプリでの番組配信やSNSの活用な
ど、クロスメディアで情報を発信する機会が増えつつあります。

LINE WORKSを導入される以前はどのような課題が
ありましたか。
平山さん：
社員間の主な連絡手段が電話とメールだったため、情報をスピーディ
に伝えられないことが以前からの課題でした。そのことを特に意識さ
せられたのは、夜間に地震などの災害が発生したときでした。社員の
安否を確認するのと同時に、災害に関する特別放送をする必要があれ
ば自宅にいる社員に緊急出社を促しますが、急を要する場合でも社員

一人ひとりに電話をかけたりメールを送ったりするしかなく、レスポン
スをすぐに得られなかったことも悩みの種でした。

渡邊 佳織さん：
スポンサーとなるお客様先での営業中に、CM放送枠の空き状況をすぐに
確認したいことがよくあります。しかし、商談中にお客様の前で会社の担
当者に電話をかけることには抵抗があり、チャットツールで空き枠を確認
してその場で即回答できれば便利だろうなと思うことがよくありました。
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既存のチャットツールから切り替え、業務連絡の効率化にLINE WORKSが定
着。緊急時の社員の安否や中継局の確認を速やかに行う体制も構築しました。

メディア・広告

大分県を放送エリアとするFMラジオ放送局のエフエム大分は、社員どうしの意志疎通をスムーズにす
るツールとしてLINE WORKSを導入。電話とメールで行っていた連絡をトークに置き換え業務効率化
を実現しました。災害発生時の社員の安否確認や、緊急放送に対応する社員への連絡にも活用されるな
ど、社内全体のコミュニケーション環境が大きく向上。さらに、営業部門では、外部トーク連携機能で
スポンサー企業の担当者のLINEと連携することで営業活動を活性化しています。

目的・効果
電話・メールの削減｜｜従業員間の連絡
取引先との連絡｜｜会議・朝礼
日報・週報｜｜BCP・安否確認
導入のしやすさ　

主な活用機能

トーク グループ アンケート アドレス帳

取締役 企画開発局長　平山 玲さん（右）
営業編成部 営業編成課 プロジェクトリーダー　渡邊 歌歩さん（左）
営業編成部 営業編成課 プロジェクトリーダー　渡邊 佳織さん（中）



平山さん：
最近はお客様と個人LINEでやり取りする営業社員が散見され、シャ
ドーITに対する懸念も生じていました。そこで数年前に全社にビジネ
スチャットツールを導入したのですが、操作性がよくないと感じる社員
が多く、残念ながらあまり活用は進みませんでした。

課題の解消に向けてLINE WORKSを選ばれた理由を
お聞かせください。
平山さん：
ほぼ全社員がプライベートのコミュニケーションツールとしてLINEを
使っています。そのLINEと操作性が似ているLINE WORKSの存在を
知り、これなら全社にスムーズに定着するだろうと確信しました。LINE
と連携してやり取りができる外部トーク連携機能があるのもLINE 
WORKSならではの特長で、取引先や社外の制作協力会社などと円滑
にコミュニケーションを図るのにも有用だと思い、既存のチャットツー
ルからの切り替えを決めました。

社員の皆さんはLINE WORKSの導入をどのように受
け止められましたか。
平山さん：
期待したとおり、大半の社員が抵抗感なく受け入れてくれました。

渡邊 佳織さん：
私はICTツールがあまり得意ではなく、前に利用していたチャットツー
ルはどこか使いにくさを感じたのですが、LINE WORKSはLINEとUI
が共通していることもあって、すぐに使いこなせるようになりました。

渡邊 歌歩さん：
私も普段から使い慣れているLINEに操作性が近いLINE WORKSに
親近感を抱きました。以前のチャットツールは通知に気づきにくかった
のですが、LINE WORKSは見慣れた通知画面だからか、これなら重要
な情報を見逃すことがなさそうだと思いました。

LINE WORKSの導入によって、社内コミュニケー
ションはどう改善されましたか。
平山さん：
組織図に基づいたチームトークルームのほか、必要に応じて臨機応変
にグループトークをつくることで、情報共有のスピードが格段に速く
なったことを実感しています。その一例が「警報」というグループで、
放送機器にトラブルが起きて機材がアラートを発したとき、技術スタッ
フや編成部長などの担当者がその情報をグループトークで共有。対応
策をグループメンバー間で迅速に検討し合えるようになりました。

番組情報はLINE公式アカウントで視聴者やファン向けに発信していま
すが、各番組の担当者はその元原稿をトークで担当者に送信していま
す。LINE　WORKSのトークは絵文字を含めてLINEとほぼ同じ表示
になるのでLINE公式アカウントの投稿画面にLINE WORKSのトーク
で送った原稿をコピペするだけで済み作業効率がアップしました。

これまで社員が提出する日報は、紙に出力して複数の上司が回覧してい
ましたが、全社員がメンバーとなっているグループトークのフォルダ機
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グループトークの活用でメンバー間の情報共有が飛躍的にスピードアップ

LINE WORKSのトークで原稿を作成すれば、絵文字も含めてほぼそのまま
LINEと同じ表示になるので、投稿したときの見た目が確認できる
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能を活用することで電子化に成功しました。各社員名のフォルダを用意
し、日報用のWordファイルをアップロードすることで、関係する上司に
一斉に共有できるのですぐに確認できます。

アドレス帳のおかげで社員どうしが誰とでも速やかにコンタクトが取れる
ようになり、社員間の連絡は無料の音声通話やトークが定着しています。
また、大分市の本社と東京支社の複数の社員がリモート会議をする際
も、無料のビデオ通話で手軽に顔を見ながら話せるようになっています。

営業部門ではLINE WORKSの導入効果をどう感じて
いますか。
渡邉 佳織さん：
CM放送枠などをトークで問い合わせれば社内の担当者がすぐに正確な
情報を返信してくれるので、お客様への対応がスピーディになりました。

渡邉 歌歩さん：
外出中の社員宛にかかってきた電話の用件を伝言するのにも、トーク
ですばやく伝えることができます。伝言を伝えなければならない社員
の携帯番号が分からない方もいますが、いちいち問い合わせることな
く、アドレス帳から無料通話やトークで直接コンタクトができるのも
LINE WORKSの利点です。

平山さん：
外部トーク連携機能で取引先の担当者のLINEとセキュアにやり取りでき
るようになったことで、シャドーITの懸念を解消することもできました。

災害発生時の社内の安否確認や緊急放送への対応は、
以前と比べてどう変わりましたか。
平山さん：
BCP対策として、アンケート機能の安否確認テンプレートを活用して
います。そのうえで、有事の際の出社要請や自宅での待機要請など、グ
ループや個別のトークで伝える体制を構築しました。実際、2022年1
月に大分県で最大震度5強の地震が発生した際は、これらの対策を想
定どおりに行い、技術部門のスタッフにラジオ電波を中継する中継局

に問題が起きていないか確認するための出社要請をスピーディに実施
することができました。

渡邉 佳織さん：
地震が発生したのは午前1時台でしたが、夜勤の担当者が社内の被害
状況を写真で全社員のグループに送信してくれて、社内の様子をいち早
く知ることができました。

不在担当者宛の電話は、トークや無料通話ですぐに伝えられ既読も分かるので安心

地震発生時の安否確認をアンケート機能で行い、その後の連絡事項もグループで共有

地震発生直後の社内の様子を撮影した写真や重要な情報・指示を全社員が瞬時に共有できた
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渡邉 歌歩さん：
以前は自分が出社するべきか、自宅で待機しているべきか迷う時間が
長かったのですが、今は安否確認後にすぐに出社要請や待機要請が届
くので、混乱することがなくなりました。

LINE WORKSの活用を、今後どのように発展させた
いとお考えですか。
平山さん：
月曜日の早朝以外は24時間放送しているため、社員は交替勤務をして
います。そのシフトはまだ紙の勤務表やホワイトボードで共有していま
すが、今後はLINE WORKSのカレンダーで共有できるようにしたいと
考えています。
また、プロジェクト企画などの情報はノートで共有したり、会社からの
通達などの全体周知は掲示板に投稿するなど、LINE WORKSにはグ
ループウェアとしての便利な機能が豊富にあるので、積極的に活用して
いくつもりです。

※掲載している内容、所属やお役職は取材を実施した2022年5月当時のものです。


